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　實際の計算を例に依って示す方が判り易いので，手均太陽時のクロノメ1タ
を用みて環の孚径rを測定する計算例を示す・
　先づ撰んだ星の赤緯と観測せる時刻を夫々
　　　δ　＝3025t13．”3　　　　　t1．＝22h26m14V5　　　　　駈＝＝22h33m28v5
　　　6t＝＝3　43　38．　1　t，＝22　28　36．0　ti，）　一＝　22　36　17．5
とするとδノーδ＝18／24・”8．大氣屈折補正として天頂距離31・05，赤緯差18ノ籐り
であるからO．「s4を引けばよV・から，求むるδ’　一δ　・＝　18’24・iC4　・．　1　104．tf4・
　　　ti．・．，一t／1　：2m49V　O　t，，一tl　：＝：2m21f　5
之等は平均太陽時聞であるから恒星時聞になほすと，
　　　t色一tii＝21u49V　5二169サ5　　　　　亡2－t1＝2m21學9＝＝141v9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく〉
正　誤．3月號第156頁，流星課だより（79）の槻測表巾，堀ロ泰生氏とあるの
は堀田泰生氏の誤り．
